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十
一
月
四
日
（
金
）
山
鹿
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
障

害
者
支
援
施
設 

愛
隣
館
地
域
福
祉
部
二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
現
在
デ
イ
ケ
ア
部
、
愛
隣
倶
楽
部
、
ぴ
あ
ハ
ウ
ス
、
ぴ
あ

ぴ
あ
、
の
各
施
設
を
利
用
し
て
い
る
利
用
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
方
々
、 

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
更
に
、
来
賓
と
し
て
、
山
鹿
市
市
民

福
祉
部
次
長
兼
い
き
が
い
推
進
課
課
長
の
有
働
博
様
、
社
会
福
祉
法
人

愛
隣
園
理
事
長
の
三
浦
一
水
様
、
地
域
福
祉
部
の
開
設
や
運
営
な
ど
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
を
お
迎
え
し
、
総
勢
九
十
四
名
（
職
員
を
含

む
）
の
方
々
が
一
堂
に
集
い
、
と
も
に
開
設
二
十
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。 

式
で
は
、
加
来
信
二
様
（
元
愛
隣
館
副
館
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
来
賓
の
方
々
が
次
々
に
登
壇
し
、
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た

ほ
か
、
永
年
通
所
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
へ
の
感
謝
状
授
与
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 
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施
設
長 

 
 
 
 
 

  
  

三
浦 

貴
子 

  

  

福
祉
施
設
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
す
べ
て
が
地
域
福

祉
向
上
の
た
め
に
存
在
す
る
と
、
私
は
思
い
ま
す
。
そ
し

て
愛
隣
館
は
創
設
の
時
か
ら
、
ど
う
し
た
ら
地
域
の
役
に

立
て
る
か
、
入
居
者
の
方
々
も
地
域
の
一
員
と
し
て
暮
ら

せ
る
か
を
念
頭
に
置
い
て
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
起
こ
し
、

ス
タ
ッ
フ
と
力
を
合
わ
せ
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

地
域
生
活
支
援
・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
始
ま
り
は
、

昭
和
六
十
三
年
か
ら
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
、
平
成
三
年

開
始
の
山
鹿
市
愛
隣
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
。
施
設
併
設
型
デ

イ
と
し
て
は
九
州
初
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。
当
時

山
鹿
市
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
全
市
の
民
生
委
員
さ

ん
に
、
担
当
地
域
内
居
住
の
障
害
者
の
方
々
へ
の
ニ
ー
ズ

調
査
を
ご
協
力
頂
き
、
そ
の
結
果
を
基
に
、
サ
ー
ビ
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
敷
き
ま

し
た
。 

そ
の
後
、
平
成
九
年
通
所
療
護
Ｂ
型
事
業
開
始
、
平
成

十
一
年
全
国
初
の
通
所
療
護
Ａ
型
事
業
所
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
平
成
十
五
年
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
、
平
成
十
六
年

ま
ち
な
か
に
て
障
害
者
交
流
サ
ロ
ン
「
ぴ
あ
ぴ
あ
」
を
ス

タ
ー
ト
。 

平
成
十
八
年
の
自
立
支
援
法
施
行
と
と
も
に
、
相
談
支

援
・
移
動
支
援
・
日
中
一
時
支
援
事
業
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
平
成
十
九
年
多
機
能
型
ケ
ア
ホ
ー
ム
「
ぴ
あ
ハ
ウ
ス
」

（
ケ
ア
ホ
ー
ム
＋
福
祉
ホ
ー
ム
＋
二
十
四
時
間
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
）
を
創
設
。
平
成
二
十
三
年
ア
パ
ー
ト
を
借
り
上
げ

て
ケ
ア
ホ
ー
ム
（
三
名
）
事
業
開
始
、
十
月
か
ら
多
機
能

型
で
六
名
の
就
労
移
行
支
援
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

す
べ
て
の
事
業
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
一
人
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
形
で
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
こ
と
で
す
。
動
機

が
利
用
者
ニ
ー
ズ
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
複
雑
多
様

な
制
度
変
化
に
も
揺
ら
が
ず
来
れ
た
の
で
す
が
、
む
し
ろ
、

時
代
と
環
境
が
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
添
う
も
の
へ
と
変
わ
り

つ
つ
あ
る
と
感
じ
、
意
を
強
く
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
な
が
ら
地
域
住

民
の
皆
様
の
反
応
を
直
接
受
け
る
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ
も

事
業
所
も
育
て
て
頂
い
て
い
る
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
て
、
誰
か
の
お
役
に
み
ん

な
で
立
ち
た
い
と
願
い
ま
す
。 

 

 

 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者 

 
 

 
 
 
 
  
  
  
  

辻 

啓
司 

   
 

愛
隣
倶
楽
部
は
、
平
成
十
一
年
四
月
に
重
度
障
が
い
者

の
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

 

現
在
は
二
十
三
名
の
登
録
者
で
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で

ご
利
用
頂
い
て
い
ま
す
。 

 

利
用
の
半
数
近
い
方
が
、
言
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
難
し
く
、
瞬
き
や
身
体
の
一
部
を
手
段
と
し
て
意

思
表
示
を
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
常
に
寄
添
っ
て
声
掛

け
を
行
い
、
小
さ
な
サ
イ
ン
も
見
落
と
さ
な
い
様
に
、
丁

寧
な
ケ
ア
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

今
後
、
倶
楽
部
と
し
て
は
、
利
用
者
の
地
域
社
会
で
の

自
立
生
活
を
視
野
に
入
れ
、
周
り
の
人
の
援
助
を
受
け
な

が
ら
も
、
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
決
め
る
」
と
い
っ
た
、

自
分
ら
し
い
自
立
〔
自
律
〕
を
支
え
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者 

 
 
 
 
 
 
 
  
  

前
田 

明 

 

 

デ
イ
ケ
ア
は
、
平
成
三
年
に
九
州
で
初
め
て
の
施
設
併

設
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
開
設
し
、
本
年
二
十
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

十
一
月
四
日
に
は
記
念
式
典
を
開
催
し
、
盛
大
な
う
ち

に
無
事
に
終
了
致
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 デ

イ
ケ
ア
に
お
け
る
日
中
活
動
で
は
、
外
部
講
師
を
招

い
て
陶
芸
、
パ
ソ
コ
ン
、
手
芸
教
室
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。
十
一
月
二
十
九
日
（
火
）
～
十
二
月
四
日
（
日
）

開
催
さ
れ
る
熊
本
県
障
害
者
芸
術
展
へ
作
品
を
出
展
予
定

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
作
品
の
最
終
仕
上
げ
に
入
っ
て

い
ま
す
。 

生
活
介
護
事
業
所 

愛
隣
倶
楽
部 

 

愛
隣
館
と
地
域
福
祉 

 

愛
隣
館
生
活
介
護
事
業
所 

デ
イ
ケ
ア 
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月
見
の
宴 

 

 

（
写
真
右
・
対
戦
中
の
愛
隣
館
チ
ー
ム
） 

（写真上・対局中の福原隆博選手） 

法
人
愛
隣
園 

夏
祭
り 

 
 

第
三
十
三
回
山
鹿 

・ 

植
木
合
唱
祭 

     

 

九
月
二
十
三
日
（
金
）
秋
分
の
日
に
、
熊
本
市
植
木
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
山
鹿
・
植
木
合
唱
祭
に
利
用
者

二
十
人
・
職
員
十
二
人
の
計
三
十
二
人
で
参
加
し
ま
し
た

。 

曲
目
は
『
あ
ん
た
が
た
ど
こ
さ
』
『
切
手
の
な
い
贈
り

物
』
『
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
』
の
三
曲
で
し
た
。

手
遊
び
や
手
話
を
交
え
た
曲
目
に
な
っ
て
お
り
、
覚
え
る

事
が
い
つ
も
よ
り
少
し
だ
け
多
く
音
楽
ク
ラ
ブ
の
時
間

は
も
ち
ろ
ん
日
頃
か
ら
手
遊
び
・
手
話
を
利
用
者
・
職
員

共
に
一
生
懸
命
練
習
し
ま
し
た
。
本
番
直
前
皆
さ
ん
と
て

も
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
本
番
が
始
ま
る
と
そ
れ
ま

で
の
緊
張
し
て
い
た
表
情
か
ら
一
転
、
と
て
も
楽
し
い
ス

テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。 

            

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
ご
協
力
頂
い
た
音
楽
サ
ー
ク

ル
山
鹿
・
コ
ー
ル
エ
イ
ト
の
皆
さ
ま
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

第
七
回
山
鹿
市
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク
大
会 

 
 

マ
イ
ン
ド
ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

    

ま
た
、
今
年
か
ら
輪
投
げ
の
競
技

が
無
く
な
り
、
新
た
に
玉
入
れ
と
言

う
競
技
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

玉
入
れ
は
、
希
望
者
全
員
参
加
の

競
技
で
興
味
を
持
た
れ
た
利
用
者
、

御
家
族
と
参
加
さ
れ
た
方
が
一
体
と

な
り
、
他
の
グ
ル
ー
プ
の
方
々
と
楽

し
く
交
流
さ
れ
て
い
て
、
ま
さ
に
こ

れ
が
「
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク
大
会
」
な

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

十
月
一
日(

土)

、
山
鹿
市
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
第
七
回
ふ
れ

あ
い
ピ
ッ
ク
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
の
愛
隣
館
は
、
去
年
に
比
べ
参
加
さ
れ
た
利
用
者
の
方
が
若
干
少
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
今
年
参
加
を
頂
い
た
御
家
族
の
方
の
支
え
も
あ
り
、
皆
様
の
沢
山

の
笑
顔
を
拝
見
す
る
事
が
出
来
て
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。 

 

九
月
十
六
日
（
金
）
愛
隣
館
食
堂
に
来
賓
の
方
々
を
お
迎
え
し
、
仲
秋
の
名
月

か
ら
ひ
と
足
お
く
れ
て
月
見
の
宴
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

愛
隣
館
、
地
域
福
祉
部
の
入
居
者
、
利
用
者
、
職
員
の
方
々
が
多
数
参
加
。
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
事
前
に
応
募
の
あ
っ
た
月
の
部
・
雑
詠
の
部
の
俳
句
と
短

歌
（
総
数
百
七
首
）
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
世
相
が
ら
、
震
災
へ
の
想
い
を
詠
ん 

 

だ
句
や
歌
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

（
入
選
句
・
歌
は
、
七
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。） 

 

お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
フ
ル
ー
ト
（
梶

本
ひ
ろ
子
氏
）
大
正
琴
（
上
野
敬
氏
）
ピ
ア
ノ

（
今
津
承
喜
氏
）
に
て
『
荒
城
の
月
』
や
『
涙

そ
う
そ
う
』
等
の
名
曲
を
演
奏
。
美
し
い
音
色

に
、
日
頃
の
喧
噪
を
忘
れ
る
ひ
と
と
き
で
し
た
。 

 

最
後
に
、
理
事
長
賞
・
館
長
賞
・
部
門
別
の

入
選
句
・
歌
の
発
表
・
表
彰
が
あ
り
、
ど
れ
も

心
に
沁
み
る
力
作
ば
か
り
で
し
た
。 

八
月
二
十
七
日
（
土
）
に
、
毎
年
恒
例
の
夏
祭
り
が
、
愛
隣
の
家

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
で
、
夏
祭
り
も
十
八
回
目
を
迎
え
、
色
々
な
出
店
が
会
場
を

飾
り
、
各
施
設
の
出
し
物
で
、
多
い
に
賑
い
ま
し
た
。 

祭
り
の
開
始
早
々
に
、
夕
立
で
一
時
中
断
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

の
想
い
が
通
じ
た
の
か
十
分
程
度
で
止
み
、
打
ち
水
効
果
で
会
場
が

涼
し
く
な
り
、
気
持
ち
良
く
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
中
断
す
る
こ
と
も
な
く
賑
わ
い
を
戻
し
、
愛
隣
館
の
出

し
物
で
は
、
人
気
グ
ル
ー
プ
湘
南
の
風
を
コ
ピ
ー
し
た
ラ
イ
ブ
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
若
手
職
員
に
よ
る
灯
籠
踊
り
で
は
、
よ
り
一
層
会

場
を
艶
や
か
な
雰
囲
気
に
包
み
込
ん
で
い
ま
し
た
。 

時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
会
場
に
詰
め
掛
け
た
入
居
者
・
利
用
者
と
そ

の
家
族
の
皆
さ
ん
は
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。 

 

田
代 

実 

ケ
ア
課 

ケ
ア
課 

中
野 

美
香 

松
尾 

麻
希 

ケ
ア
課 

 

毎
週
水
曜
日
の
午
後
に
一
時
間
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
お
手
伝
い

を
頂
き
な
が
ら
短
い
時
間
の
中
で
、
手

話
を
取
り
入
れ
た
練
習
を
し
て
い
き

ま
し
た
。 

 

今
年
で
四
年
連
続
の
出
演
と
な
り
、

入
居
者
の
方
も
と
て
も
喜
ば
れ
て
お

り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

十
一
月
三
日
（
木
）
熊
本
県
立
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
入
居
者
十
五

名
・
職
員
十
五
名
・
コ
ー
ル
エ
イ
ト
八
名
・
音
楽
サ
ー
ク
ル
山
鹿
十
名
の
計
四

十
八
名
で
参
加
し
ま
し
た
。 
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入
居
者 

 
 
 
 

 
 
 
 

丸
目 

芙
美
枝 

   

九
月
六
日
～
九
月
十
三
日
ま
で
、
友
達
の
池
田
祐
美
さ

ん
と
台
湾
旅
行
に
い
き
ま
し
た
。
海
外
旅
行
は
初
め
て
で
、

不
安
と
楽
し
み
で
半
分
半
分
で
し
た
。 私

の
一
番
い
き
た
か

っ
た
所
は
、
宝
覚
寺
の

布
袋
像
と
九
族
文
化
村

で
す
。
布
袋
像
は
触
る

と
ご
利
益
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
耳
に

触
る
と
健
康
に
な
り
、

腹
を
触
る
と
金
運
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

布
袋
像
に
は
大
小
二
体

あ
り
、
小
さ
い
布
袋
像

に
触
っ
て
色
々
な
事
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

最
終
日
、
展
望
台
か
ら
見
た
景
色
、
淡
水
湖
の
夕
日
を

見
て
と
て
も
美
し
く
て
感
動
し
ま
し
た
。
最
初
の
不
安
も

吹
き
飛
ん
で
思
い
出
に
残
る
楽
し
い
旅
行
で
し
た
。 

  

入
居
者 

 
 
 
 

 
 
  
 

池
田 

祐
美 

 

台
湾
旅
行
に
行
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
友
達
の

丸
目
さ
ん
と
の
話
し
か
ら
、「
ど
こ
か
旅
行
に
行
き
た
い
ね
」

と
言
う
気
持
ち
か
ら
、
愛
隣
館
の
職
員
さ
ん
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、
夢
が
現
実
の
も

の
と
な
り
ま
し
た
。 

一
番
の
目
的
は
、
台
湾
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
飛
錀
海

（
フ
ェ
ル
ン
ハ
イ
）
に
会
い
に
行
く
こ
と
で
し
た
。
実
際

に
会
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
事
務
所
ま
で
行

き
、
念
願
の
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
を
渡
す
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。 

買
い
物
も
、
ア
ー
ロ
ン
と
ジ
ロ
ー
の
グ
ッ
ズ
や
Ｃ
Ｄ
を

沢
山
買
っ
て
、
ア
ー
ロ
ン
の
ポ
ス
タ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
何
度
か
海
外
旅
行
に
行
き
ま
し
た
が
、
今
回

の
台
湾
旅
行
は
二
人
で
企
画
を
し
て
行
っ
た
、
思
い
出
深

い
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

理
学
療
法
士 

津
田 

彩 

   

 

十
月
二
十
二
日
～
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
、
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
第
十
一
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
お
い
で
ま
っ
せ
！
山
口
大
会
」
に
、
永
野
文
香
さ
ん
と

参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

 

「
君
の
一
生
懸
命
に
会
い
た
い
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

総
勢
三
千
二
百
三
十
八
人
の
選
手
が
十
三
種
目
の
競
技
で

技
を
競
い
合
い
、
永
野
文
香
さ
ん
は
砲
丸
投
げ
と
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投
げ
に
出

場
し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
見
事
、
砲

丸
投
げ
二
位
と
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

一
位
と
い
う
成
績

を
収
め
ら
れ
ま
し

た
。 

 

大
会
期
間
中
は

緊
張
し
た
様
子
で

し
た
が
、
他
の
選
手

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
と
も
親
し
く
な
り
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。 

 

大
会
に
参
加
し
、
選
手
た
ち
が
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず

に
プ
レ
ー
す
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。 

 

 

 

利
用
者
家
族 

 
 
 
 
 
 
 
 

村
田 

栄
二 

  

 

娘
麻
美
が
愛
隣
館
に
入
所
間
も
な
く
、
職
員
の
方
の
お

世
話
に
よ
り
、
成
人
の
仲
間
入
り
し
た
時
、
振
袖
を
着
て

写
真
撮
影
を
行
っ
た
事
、
娘
の
心
に
喜
び
と
し
て
深
く
心

に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

あ
れ
か
ら
八
年
が
経
ち
ま
し
た
。
昨
年
の
夏
ぐ
ら
い
か

ら
食
べ
る
事
が
出
来
な
く
な
り
、
体
重
が
減
り
、
そ
の
対

 

台
湾
旅
行
記 

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

 

家
族
の
声 
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応
策
と
し
て
、
夏
に
胃
ろ
う
の
手
術
を
受
け
ま
し
た
。 

そ
の
時
は
、
心
配
し
ま
し
た
。
で
も
『
今
』
を
考
え
ま

す
と
、
体
重
も
増
え
、
顔
色
も
良
く
、
笑
顔
も
あ
り
、
こ

の
笑
顔
こ
そ
が
私
の
生
活
の
礎
で
す
。 

最
近
、
娘
と
一
緒
に
散
歩
に
出
か
け
る
時
が
あ
り
ま
す
。 

全
身
に
太
陽
の
光
を
浴
び
、
風
を
受
け
る
こ
の
場
所
に
居

る
事
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。『
今
』、『
こ
こ
』
を
一
生
懸
命

に
生
き
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

自
治
会 

会
長 

 
 
 
 
 
 
 

 

河
津 
政
男 

   

愛
隣
館
に
入
居
し
て
八
年
目
に
な
る
、
河
津
政
男
で
す
。

去
年
は
一
年
間
の
副
会
長
の
役
目
を
終
え
、
今
年
の
四
月

か
ら
、
前
役
員
の
方
に
推
薦
を
受
け
、
会
長
を
任
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

自
治
会
で
の
役
目
と
し
て
、
四
月
の
花
見
会
で
、
乾
杯

の
音
頭
を
任
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
施
設
見
学

の
際
に
も
入
居
者
代
表
と
し
て
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
年
末

の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
自
治
会
よ
り
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
を
１
枚
ず
つ
封
筒
に
入
れ
、
私
と
会
計
の
二
人
で
愛

隣
館
職
員
に
配
り
ま
す
。 

最
後
に
、
入
居
者
の
代
表
と
し
て
、
皆
さ
ん
が
愛
隣
館

で
よ
り
良
い
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
残
り
の
期
間
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

自
治
会 

会
計 

 
 
 
 
 
 
 
 

久
留 

信
子 

   

愛
隣
館
に
入
居
し
て
、
早
い
も
の
で
二
十
年
目
に
な
る

久
留
信
子
で
す
。 

 

自
治
会
役
員
は
、
入
居
者
の
皆
さ
ん
の
推
薦
に
よ
っ
て

選
ば
れ
ま
す
。
今
年
に
な
っ
て
初
め
て
自
治
会
の
役
員
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
何
分
、
初
め
て
の
こ
と
で
右
も
左
も
解

ら
な
い
事
だ
ら
け
で
す
が
、
前
役
員
を
さ
れ
た
方
に
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
役
職
を
努
め
て
い
ま
す
。 

 

長
期
入
院
を
さ
れ
た
方
や
、
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国

大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
な
ど
へ
、
自
治
会
を
代
表
し
て
お

見
舞
金
や
、
お
祝
い
金
を
準
備
し
て
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。 

 
残
り
少
な
い
期
間
で
す
が
、
入
所
さ
れ
て
い
る
方
達
の

声
を
、
少
し
で
も
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

●
三
浦
一
水
理
事
長
賞 

 

●
短
歌
（
山
口
博
美
） 

震
災
の 

爪
跡
残
る 

故
郷
で 

人
は
生
き
抜
く 

絆
深
め
て 

●
三
浦
貴
子
館
長
賞 

 

●
短
歌
（
小
川
ハ
ツ
子
） 

災
害
が 

見
え
な
い
私
も 

良
く
わ
か
る 

 

現
地
で
泣
い
て
る 

声
そ
こ
に 

●
俳
句
（
田
中
鉄
也
） 

 

我
思
う 

金
魚
い
す
ぎ
て 

せ
ま
く
な
る 

●
入
選
作 

●
短
歌
（
月
の
部
） 

一
席 

 

満
月
の 

部
屋
に
差
し
込
む 

明
る
さ
に 

 

ふ
と
目
が
覚
め
て 

し
ば
し
ま
ど
ろ
む 

二
席 

 

真
夜
中
に 

窓
辺
を
向
く
と 

月
明
か
り 

 

あ
い
子
姉
さ
ん 

今
度
い
つ
来
る 

三
席 

 

被
災
地
を 

照
ら
し
て
く
だ
さ
い 

 

お
月
さ
ま 

希
望
の
光 

あ
か
あ
か
あ
か
と 

（
一
席
・
木
下
寿
浩
／
二
席
・
金
柿
節
子
／
三
席
・
山
口
さ
と
み
） 

●
短
歌
（
雑
詠
の
部
） 

一
席 

 

裏
庭
に 

ひ
っ
そ
り
白
き 

彼
岸
花 

 
 

 

や
さ
し
く
揺
れ
て 

母
の
声
届
く 

二
席 

 

僕
の
手
は 

心
伝
え
る 

言
葉
だ
よ 

 

わ
か
っ
て
ほ
し
い 

ホ
ン
ト
の
気
持 

三
席 

 

長
い
髪 

バ
ッ
サ
り 

切
っ
て
大
変
身 

 

そ
れ
で
も
私
は 

原
祥
子 

（
一
席
・
吉
田
裕
子
／
二
席
・
田
中
裕
一
／
三
席
・
原
祥
子
） 

●
俳
句
（
月
の
部
） 

一
席 

 

生
か
さ
れ
て 

定
め
に
負
け
ず 

丸
い
月 

二
席 

 

周
り
道 

影
ふ
み
遊
び 

お
月
様 

三
席 

 

雨
上
が
り 

雲
の
す
き
間
に 

お
月
様 

（
一
席
・
池
田
良
子
／
二
席
・
月
ウ
サ
ギ
／
三
席
・
山
品
聡
美
） 

●
俳
句
（
雑
詠
の
部
） 

一
席 

 

馬
追
い
に 

は
し
ゃ
い
だ
我
が
子 

東
京
へ 

二
席 

 

風
鈴
の 

音
聞
き
な
が
ら 

メ
ー
ル
す
る 

三
席 

 

秋
風
や 

座
蒲
団
二
つ 

折
り
畳
み 

（
一
席
・
高
野
ま
ゆ
み
／
二
席
・
小
崎
あ
ゆ
み
／
三
席
・
岩
下
力
） 

 

入
居
者
自
治
会 

月
見
の
宴 

入
選
作
紹
介 
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就
労
支
援
員 

志
方 

大
和 

  

 

こ
の
度
、
生
活
介
護
事
業
所
「
愛
隣
倶
楽
部
」
と
統
合

し
、
多
機
能
型
事
業
所
「
愛
隣
倶
楽
部
」
と
し
て
、
十
月

一
日
よ
り
生
活
介
護
事
業
と
就
労
移
行
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

就
労
移
行
支
援
事
業
の
呼
称
は
「
ぴ
あ
ワ
ー
ク
」
に
決

ま
り
、
仲
間
同
士
で
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
の
術
を
磨
き

合
う
こ
と
や
、
気
持
を
高
め
合
う
こ
と
を
第
一
に
、
ご
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
沿
っ
た
的
確
な
支
援
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。 

「
仕
事
」
が
人
に
も
た
ら
す
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
り
、
そ
ん
な
重
要
な
部
分
の
お
手
伝
い
が
出
来
る

こ
と
は
、
と
て
も
光
栄
な
こ
と
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

一
人
で
も
多
く
の
ご
利
用
者
を
就
労
へ
結
び
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
努
力
・
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

  

三
号
館
の
旧
リ
ネ
ン
室
を
改
築
し
、
ハ
イ
ム
５
・
ハ
イ

ム
６
号
室
の
二
床
を
増
床
。
十
月
一
日
よ
り
運
用
が
始
ま

り
ま
し
た
。 

短
期
入
所
事
業
所
で
は
、
空
床
利
用
型
施
設
と
し
て
、

シ
ョ
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
の
た
め
に
居
室
提
供
に
努
め

て
参
り
ま
し
た
が
、
常
時
、
満
室
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
よ
り
多
く
の
利
用
者
の
方
の
要
望
に
応
え
る
べ
く
、

新
た
に
二
床
の
居
室
を

設
け
ま
し
た
。 

 

愛
隣
館
の
短
期
入
所

事
業
は
、
在
宅
障
害
者

の
地
域
生
活
支
援
を
目

的
と
し
、
介
護
者
の
不

在
時
や
レ
ス
パ
イ
ト
ケ

ア
等
、
在
宅
障
害
者
の

皆
様
に
一
時
的
に
施
設

を
利
用
し
て
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

 

 

十
月
十
五
日
、
山
鹿
市
在
住
の
有
志
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
、
平
成
二
十
年
に
結
成
さ
れ
た
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
猪
々
会
』
の
訪
問
を
受
け
ま
し
た
。 

『
猪
々
会
』
は
三
年
前
、
朗
読
講
座
を
受
講
さ
れ
た
の

を
切
っ
掛
け
に
、
社
会
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
と
い
う
想

い
か
ら
会
員
七
名
で
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

代
表
の
川
添
傑
（
す

ぐ
る
）
氏
に
よ
る
と
、

特
別
介
護
老
人
ホ
ー

ム
二
ヶ
所
・
介
護
老
人

保
健
施
設
・
小
学
校
、

愛
隣
館
の
計
五
ヶ
所

を
月
一
回
の
ペ
ー
ス

で
訪
問
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

今
回
の
朗
読
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、
『
ナ
マ
コ
の
い
ぼ
い
ぼ
』
『
愛
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
』
の
二
話
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
童
謡
四
曲
の
合
唱
が
食
堂
で
行
わ
れ
、
利
用
者
、

職
員
一
同
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  
 

冬
号
は
地
域
福
祉
部
特
集
と
な
り
ま
し
た
。 

愛
隣
館
で
は
、
新
し
く
開
設
さ
れ
た
就
労
支
援
事
業
所

「
ぴ
あ
ワ
ー
ク
」
と
、
今
回
掲
載
で
き
な
か
っ
た
在
宅
障

害
者
の
方
が
一
時
的
に
施
設
を
利
用
で
き
る
、
短
期
入
所

事
業
・
日
中
一
時
支
援
事
業
を
合
わ
せ
、
全
部
で
八
つ
の

事
業
所
を
運
営
し
、
地
域
福
祉
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

あ
い
め
ー
る
は
愛
隣
館
に
携
わ
る
す
べ
て
の
人
々
が
作

る
季
刊
誌
で
す
。
今
回
も
施
設
長
を
始
め
、
職
員
の
方
々
、

利
用
者
、
ご
家
族
の
方
々
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
も
あ
と
少
し
で
す
。
ま
た
来
年
も
、
わ
れ
ら
広
報

部
へ
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
、
良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。 

 

 

        

 

編
集
後
記 

 

冬
の
行
事
予
定 

十
二
月 

地
域
福
祉
部
望
（
忘
）
年
会 

ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い 

自
衛
隊
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 
 
 

餅
つ
き 

一 

月 

初
詣 

 
 

 
 
 
 

入
居
者
自
治
会
新
年
会 

二 

月 

節
分
行
事
（
豆
ま
き
） 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
家
族
懇
談
会
予
定 

 
 
 
 

 
 

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問 

三
号
館
居
室
増
床 

就
労
移
行
支
援
事
業
所
開
設 

 


